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　三木が生前に残した著者はわずか2冊（三木 , 1982, 
1983）であるが、その死後、次々と著書が6冊も出版され
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たことと、著しい対照をなしている（三木 , 1987a,b；太田 , 




老 , 1994；金子 , 1994；中川 , 1994；長野 , 1994；丹生谷 , 
1994；鎌田 , 1994；団 , 1994；大島 , 1994；芹沢 , 1994；
矢代 , 1994；関口 , 1994；中村 , 1994；タナカ , 1994；萩
尾 , 1994； 内 田 , 1994； 後 藤 , 1994a； 坂 井 , 1994； 高
橋 , 1994；小林（博）, 1994；永沢 , 1994；小林（昌）, 
1994；渡辺 , 1994；臼井 , 1994；布施 , 1994；市川・三木 , 
1994；三木 , 1994a；塚本 , 1994）。「モルフォロギア」16号
の特集「三木成夫の思想」でも同様である（吉本 , 1994 ;
後藤 , 1994b,c；河本 , 1994；小谷 , 1994；三木 , 1994b）。







   I taught morphology from September, 1996 to March, 2003 at the Yokohama Junior College 
of Art and Design. The theme was “how the Urbild （original form） of life is transformed in the 
morphogenesis of plants, animals and human race”. Students’ works, which consist of pictures, 























藤 , 1983, 1987, 1989a,b, 1992a,b, 1993, 1994a,b,c, 1995, 
1996a,b, 1997, 1999, 2000a,b, 2001, 2003, 2005, 2008）。
　また、「骨のかたち1〜3」（後藤 , 1990a,b,c,d）と『唯臓論』






























































図 2　脊椎動物の頭骨の系統発生を例にした形態学の研究方法（三木 , 1992a）．左上：系統発生（Phylogenesis）と比較
解剖学（Comparative Anatomy）と古生物学（Paleontology）と比較発生学（Comparative Embryology）の関係を示す．
右上：脊椎動物の頭骨の比較解剖学（Ac1 〜 Ac4）と，古生物学（P1 〜 P4）を示す．左下：ヒトの頭骨の個体発生
（E1 〜 E4）と顔面の個体発生（C1’〜 C4’）．右下：脊椎動物の頭骨の系統発生．1. 魚類．2. 両生類，3. 爬虫類，4. 



















































図 3　1996（平成 8）年度形態学作品集（1997 年 2 月 3 日提出）．1. 地球上の生物進化（鴨原由佳），2. 人間・魚・植物の混合「顔」







































図 4　1997（平成 9）年度形態学作品集（1998 年 1 月 19 日提出）．1. 生命の誕生と死（間中朋美），2. 耐性卵（梅玲彩奈），3. 植
物の発生（上）と動物の発生（下）（神谷文子），4. 植物のメタモルフォーゼ（黒川留美），5. 海からの由来（齋藤朝子），6. 
















































図 5　1998（平成 10）年度形態学作品集（1999 年 1 月 18 日提出）．1. 受精（交接）と植物と骸骨（大森鈴香），2. 生命の進化と誕生（岸













































図 6　1999（平成 11）年度形態学作品集（2000 年 1 月 25 日提出）．1. 魚の上陸（石井花綾），2. ザクロの実の形をした細胞の集団（臼
井さやか），3. 口（関川広子），4. 翼と鰭をもつヒトの骨格（辻垣内聖子），5. 生の原形（富田享子），6. 母鳥の愛でつつむ卵







































図 7　2000（平成 12）年度形態学作品集（2001 年 1 月 23 日提出）．1. 尻尾がとれたばかりのヒトの尻（磯貝麻子），2. 増殖（柳
原麻理子），3. 七福神骨図（新島久美），4. 生命誕生（前田真知子），5. 四面顔像（伊藤陽子），6. 人間は胎児の時に世紀を越

























































図 8　2001（平成 13）年度形態学作品集（2002 年 2 月 2 日提出）．1. 地球をとりまく生物進化（阿部由実子），2. 脳の進化（上本

































































































































図 10　2002（平成 14）年度形態学作品集（2003 年 1 月 27 日提出）．1. 地球の生の原形（東ゆう子），2. 生の原形（宮尾真由），3. 
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